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そこのタバコの人…

学童疎開船対馬丸の惨状、
次々と消え行く友のいのち、
戦争の悲惨さを全身で訴える上原さん

新宿区では 禁止 ですよ

早稲田大学交響楽団アンサンブルの奏でる美しい調べ
平和の歌とされるカタロニア民謡『鳥の歌』に

平和のありがたさを実感

今定例会で可決した

■区内、路上喫煙禁止。８月１日施行
＝『空き缶・吸い殻等の散乱防止に関する条例』改め『空き缶等の散乱及び路上喫煙による被害の防止に関する条例』に＝
今定例会では、区長提出と議員提出合わせて、３５件の議案が可決されました。
区長提出議案では、道路等における受動喫煙及びたばこの火に起因する火傷等の被害の防止を図り、快適な都市環境
を確保するために、条例名の変更を含めた『空き缶・吸い殻等の散乱防止に関する条例』の一部改正などを可決し、ま
た、議員提出議案では、区民からの陳情を受けての『東京厚生年金病院を公益性の高い病院として存続することを求め
る意見書』など４件の意見書を議決し、国会等に提出しました。…………………………………………関連記事２、８面

子どもたちを守れ！ 学校の安全管理緊急整備で を可決

■緊急事態に備え、幼稚園・小中学校・養護学校の安全対策強化！
＝介護保険関連経費等と合わせて平成１７年度一般会計補正予算４億２，７９０万１千円を可決＝
区立幼稚園、小中学校、養護学校への不審者の侵入防止、緊急時の校内通報体制整備として、オートロッ
ク、モニター付インターホン、緊急通報システム導入等のために約２億円、また私立幼稚園の安全対策への
助成で約２千３百万円、更に介護保険法改正に伴う在宅介護支援センター等のケアマネジメントシステム修
正経費など合わせて約１億７千万円などを盛り込んだ補正予算案を可決しました。……………関連記事２面注目、

■『議員政治倫理条例』制定！ 実効性確認のため議員研修会を開催
■区議会平和祈念事業（語りべ＆ミニコンサート）、多数のご来場ありがとうございました
＝「平和都市宣言２０周年に当たっての決議」を行いました＝

議会改革の柱の一つとして、条例制定にまい進してきた議員政治倫理条例。今定例会にて、全会一致
で可決しました。また、これに先立ち６月８日に早稲田大学教授吉野孝氏を講師として議員政治倫理議
員研修を行いました。６月９日には区議会初の試みとして、本会議場にて、戦時下、学童疎開船対馬丸
沈没事件の生存者上原清氏を招いての『平和の語り』と早稲田大学交響楽団アンサンブルによる演奏会
を行いました。…………………………………………………………………………………関連記事２、７面

●議会改革特集 為せば成る、有言実行の新宿区議会

議会改革の検討成果はこれだ�………………………………………………………２面
●ボリュームアップ！ 区政のここを問う ３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約……３～５面
●平成１６年度政務調査費と議長交際費の支出状況……………………………………６面
●平和祈念事業（語りべ＆ミニコンサート）沈没、漂流、２００人の来場者が息を呑む戦争の悲惨さ……７面
●区議会議員政治倫理条例を制定しました�…………………………………………７面
●平和への決意を新たに、沖縄全戦没者追悼式に参加………………………………７面
●今定例会で議決した決議・意見書……………………………………………………８面
●皆様から託された 請願・陳情の処理状況…………………………………………………８面
●議席の変更、議員辞職のお知らせ……………………………………………………８面

◆第２回定例会
６／９（木）……議会運営委員会、本会議（代表質問：自民・新無ク・民主・社会・共産）

６／１０（金）……議会運営委員会、本会議（代表質問：公明・花マル、一般質問）

６／１３（月）……常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

６／１４（火）……常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

６／１５（水）……地方分権・行政改革特別委員会

６／１６（木）……災害等対策特別委員会、議会運営委員会

６／２０（月）……議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書・決議の採決等）

★本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。

補正予
算

議 案

区議会
の動き



区議会で精力的に取り組んできた議会改革。その進捗状
況はこれまでも特集で掲載してきましたが、５月１９日平成
１７年第１回臨時会にて、地方分権・行政改革特別委員会で
の検討の締めくくりとなる調査報告がありましたので、こ
の要旨をお知らせします。

（要旨）
１ 本会議における個人質問の本格実施について
会派の代表者のみが実施していた質問に加えて、平成

１５年第３回定例会から個人質問を実施する。
２ 本会議への時間制の導入について
これまでの各会派の実績時間及び各会派の申し出並び
に所属議員数を配慮のうえ、時間制を導入する。
３ 政治倫理条例の制定について
これを制定する。条例の策定にあたっては、懇談会を
設置し、基本的な考え方及び条例に盛り込むべき内容等
について検討する。
４ 本会議の同時中継について
１８年度を目途にインターネットを活用した本会議中継
を導入する。
５ 傍聴者の本会議・委員会へのカメラ・録音機器等の持
ち込みについて
報道機関と同様に一般の傍聴者についても、持ち込み
ができるよう運用する。

６ 議会傍聴者に対するアンケートの実施について
本会議・委員会の傍聴者に対し、「アンケート」を実
施する。
７ 区議会ホームページを活用した情報提供の強化について
�メールによる区民意見の受付について
区民の議会に対する意見等について、メールでの受付
を行なう。
�本会議での質問項目の事前掲載について
区議会ホームページに事前掲載する。
�請願・陳情の審査状況の掲載について
新たに審査状況の項目を議会ホームページのトップペ
ージに設定し、検索が容易に行えるよう区民の利便性
を図るものとする。
�議会ホームページと各会派のホームページとのリンク
について実施する。
�議会の年間予定表の配付及びホームページへの掲載に
ついて
一般配付用及び議会ホームページ掲載用を作成し、こ
れを公表する。

８ 「議会だより」について
�本会議質問の議員名を明記することについて
代表質問・一般質問の議員発言記事に議員名を明記す
る。

�「議会だより」に区民の声を反映させることについて
編集委員会において区民の意見を積極的に取り入れる
など、検討していく。

９ 議場の対面演壇方式の導入について
実施時期は１８年度を目途とし、具体的な検討はプロジ
ェクトチームで行なう。

１０ 閉会中の常任委員会の開会回数を増やすことについて
開催日を、毎月第２水曜日及び第４水曜日とする。な
お、第４水曜日は、委員会視察を行なうようにする。

１１ 行政審議会等への議員参加の自粛について
新たにみどりの推進審議会への議員参加を自粛する。

１２ 区議会議員記章規程の改正について
義務規定から努力規定へ改正し、「記章の着用に努め
るもの」とする。

１３ 法改正を伴う問題についての検討について
現行の議会にかかる自治法上の制度について議員個々
が認識を深め検討することが必要であり、今後の取組み
については、別途しかるべき場において検討する。

１４ 海外視察について
区財政や区を取り巻く諸事情を総合的に考慮し、海外
視察の再開について、今後、必要な時期に別途検討する。

１５ 事務局による議会サポートの充実について
議会において、議員がより円滑で効率的に活動するた
めの事務局のサポートを充実するため、積極的な取組み
を図る。

為せば成る、有言実行の新宿区議会 議会改革の検討成果はこれだ�

議案の概要と審議結果（賛成…〇 反対…×）
○第２回定例会（６月９日～６月２０日）

議決結果
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概 要

補正予算額 ４億２，７９０万１千円
補正の理由：介護保険特別会計への繰出金、在宅介護支援センターのケアマネジメント支
援システム修正等に要する経費、小中学校・養護学校及び幼稚園の緊急通報システム整備
及び防犯設備整備に要する経費、歩きたばこ防止対策推進経費等

補正予算額 ９，６７６万８千円
補正の理由：介護保険システムの修正等に要する経費

区民ホールの管理を指定管理者に行わせるため、新たに条例を制定するとともに、利用料
金制を導入する。

地域センターの管理を指定管理者に行わせるため、新たに条例を制定する。

多様な文化を持つ人々が共に生きる地域社会を作るため、しんじゅく多文化共生プラザを
設置する。

スポーツセンターを設置し、その管理を指定管理者に行わせることとし、利用料金制を導
入するほか、新たに駐車場の利用料、利用方法について定める。

コズミックスポーツセンターを設置し、その管理を指定管理者に行わせることとし、利用
料金制を導入するほか、新たに多目的広場、多目的室及び駐車場の利用料、利用方法につ
いて定める。

地域センターと区民ホールをそれぞれ別個の施設として設置し直すため現行条例を廃止。

総合体育館を、スポーツ施設としての新宿スポーツセンターと、生涯学習施設としての新
宿コズミックスポーツセンターとに再構築するため、廃止。

応急措置の業務等に従事した者の障害補償等に係る障害基準と障害等級の改定をする。

区が職員を国際機関等に派遣するとき国と協議が必要な派遣期間を３年から５年に改める。

６５歳以上の者（所得制限あり）への区民税の非課税措置を廃止する。（１８、１９年度分は軽
減措置あり。）他に、株式等の譲渡所得等に関する区民税の特例措置の廃止など。

都道府県調整交付金が創設されたことに伴い、保険料の算定方法に係る規定を整備する。

障害者基本法の一部を改正する法律の施行に伴い、引用条項を改める。

元気館の管理を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入する。

区内（区長が指定する場所を除く）で路上喫煙を禁止とする。併せて条例名も変更。

緑地を公園用地として取得するため、みどりの基金を処分できることとする。

新宿区みどりの推進審議会が調査審議する事項に、みどりの基金の処分に関することを加
える。また、同審議会の委員を２０人から１５人とし構成を改める。

民法の一部を改正する法律の施行に伴い、規定を整備する。

建築基準法に規定する建築物の工事全体計画に関する手数料と、景観地区内の建築物の高
さ等の制限の適用除外に関する手数料を新たに追加する。

愛日幼稚園と中町保育園の幼保連携に伴う事業拡充として、愛日幼稚園において預かり保
育及び給食を実施するために新たな利用料を設ける。

大久保スポーツプラザの管理を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入する。

区立公園内体育施設の管理を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入する。

社会教育会館の管理を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入する。

新宿歴史博物館の管理を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入し、新たに講堂
及び附帯設備の利用料、利用方法について定める。

林芙美子記念館の管理を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入する。

中村廣子氏

甲野惠美氏

加藤茂行氏

病気等で入院する高齢者の生活援助のためのヘルパー派遣について定める。

議員が守るべき政治倫理基準を明確にし、説明の場としての政治倫理審査会について定め
る。 （詳しくは７面の特集記事をご覧ください）

新宿区平和都市宣言２０周年に当たっての決議
地方議会制度の充実強化に関する意見書
住民基本台帳の閲覧制度の早期見直しを求める意見書 （概要は８面の決議と意見書の要旨をご覧ください）
東京厚生年金病院を公益性の高い病院として存続することを求める意見書
都区財政調整主要５課題の早期解決に向けて、地方自治法の規定に基づく誠意ある協議を求める意見書

議 案 名

平成１７年度新宿区一般会計補正予算（第１号）

平成１７年度新宿区介護保険特別会計補正予算（第１号）

新宿区立区民ホール条例

新宿区立地域センター条例

新宿区立しんじゅく多文化共生プラザ条例

新宿区立新宿スポーツセンター条例

新宿区立新宿コズミックスポーツセンター条例

新宿区立区民センター条例を廃止する条例

新宿区立総合体育館条例を廃止する条例

災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に関する条例
の一部を改正する条例

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条
例の一部を改正する条例

新宿区特別区税条例の一部を改正する条例

新宿区国民健康保険条例の一部を改正する条例

新宿区障害者施策推進協議会条例の一部を改正する条例

新宿区立元気館条例の一部を改正する条例

新宿区空き缶・吸い殻等の散乱防止に関する条例の一部を改正する
条例

新宿区みどりの基金条例の一部を改正する条例

新宿区みどりの条例の一部を改正する条例

新宿区浄化槽清掃業の許可及び浄化槽保守点検業者の登録に関する
条例の一部を改正する条例

新宿区環境土木・都市計画事務手数料条例の一部を改正する条例

新宿区立幼稚園入園料及び保育料条例の一部を改正する条例

新宿区立大久保スポーツプラザ条例の一部を改正する条例

新宿区立公園内体育施設の管理運営に関する条例の一部を改正する
条例

新宿区立社会教育会館条例の一部を改正する条例

新宿区立新宿歴史博物館条例の一部を改正する条例

新宿区立林芙美子記念館条例の一部を改正する条例

人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について

人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について

人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について

新宿区入院生活の支援に関する条例

新宿区議会議員政治倫理条例

予

算
（
２
件
）

制

定
（
５
件
）

廃
止（
２
件
）

改

正

（
１７
件
）

諮

問（
３
件
）

条

例

決
議
・
意
見
書

区

長

提

出

議

案

（
２９
件
）

議
員
提
出
議
案
（
７
件
）

議会
改革
特集
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お
ぐ
ら
利
彦

質
問

介
護
保
険
制
度
は
発
足
し
て

５
年
が
経
過
し
、
本
年
度
は
見
直
し

の
年
で
あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
は
当
然
必
要
だ
が
、
介
護
予
防
と

し
て
、
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
に

日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
が
重

要
。
�
介
護
予
防
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
で
取
り
組
ん
で
き
た

か
。
�
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。
�
「
介
護
予
防
係
」
の

よ
う
な
誰
に
で
も
す
ぐ
に
介
護
予
防

と
わ
か
る
組
織
を
設
け
て
は
。

答
弁

�
生
活
習
慣
病
予
防
を
推
進

し
、
拠
点
と
し
て
元
気
館
を
整
備
。

清
風
園
等
で
介
護
予
防
教
室
も
開
講
。

�
若
年
層
も
含
め
た
十
分
な
普
及
啓

発
を
図
る
。
�
設
置
を
検
討
。

災
害
発
生
時
の
緊
急
医
療
体
制
は

質
問

災
害
に
対
す
る
備
え
は
、
日

ご
ろ
か
ら
防
災
体
制
を
し
っ
か
り
確

立
す
る
こ
と
だ
。そ
れ
に
は
、区
を
は

じ
め
各
種
行
政
機
関
や
鉄
道
等
公
共

機
関
、
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
な
ど

の
公
共
的
団
体
と
の
連
携
協
力
が
必

要
。�
区
内
に
救
護
所
は
１０
ケ
所
設
置

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
救
護
所
へ

の
医
師
会
の
協
力
体
制
は
。�
医
療
体

制
に
つ
い
て
更
な
る
充
実
の
方
策
は
。

答
弁

�
救
護
所
に
は
、
必
要
な
医

療
資
材
を
配
備
。
医
師
会
で
は
救
護

所
毎
に
責
任
者
を
定
め
救
護
に
あ
た

る
。
毎
年
防
災
訓
練
を
行
い
連
携
や

活
動
を
検
証
。
区
内
全
体
の
救
護
体

制
の
中
で
も
対
応
可
。
�
地
域
防
災

計
画
修
正
も
予
定
し
て
お
り
、
必
要

な
見
直
し
検
討
。

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

質
問

中
教
審
で
は
「
教
育
行
政
は

保
護
者
や
地
域
住
民
が
学
校
運
営
も

含
め
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
の
教
育
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
あ
る
。
�

区
で
は
ど
う
か
。
�
教
育
委
員
が
地

域
住
民
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
の

で
は
。
�
少
人
数
学
級
指
導
等
の
普

及
に
よ
る
教
員
不
足
は
。
�
教
員
の

人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

�
学
校
評
議
員
制
度
や
外
部

評
価
を
導
入
。
昨
年
度
よ
り
ス
ク
ー

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

地
域
の
教
育
力
導
入
に
努
力
。
�
小

中
学
校
訪
問
を
実
施
。
学
校
や
地
域

の
方
と
の
意
見
・
情
報
交
換
の
機
会

検
討
。
�
少
人
数
学
習
指
導
や
学
級

編
制
の
如
何
に
よ
っ
て
は
教
員
不
足

も
。
都
か
ら
の
配
当
教
員
の
確
保
に

努
め
、
区
独
自
方
策
研
究
。
�
本
年

度
よ
り
区
独
自
の
検
討
会
設
置
予
定
。

う
る
し
ば
ら
順
一

質
問

�
基
本
構
想
や
基
本
計
画
策

定
時
に
将
来
像
を
区
民
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
、
早
期
に
方
向
性
を
示

す
べ
き
。
�
仕
事
の
精
査
で
ス
リ
ム

な
区
政
を
実
現
し
、福
祉
目
的
と
し
て

消
費
税
率
引
上
げ
を
要
望
す
る
べ
き
。

答
弁

�
区
の
現
状
や
今
後
の
課
題

等
を
提
示
し
、
理
解
い
た
だ
き
将
来

像
と
方
向
性
を
検
討
。
�
行
政
の
体

質
改
善
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の

見
直
し
を
柱
に
進
め
る
。
消
費
税
は

広
範
な
議
論
の
中
で
整
理
す
る
課
題
。

職
員
の
意
識
改
革

質
問

�
意
欲
を
も
っ
た
管
理
職
が

頑
張
っ
て
こ
そ
組
織
が
活
性
化
す
る
。

管
理
職
試
験
の
受
験
状
況
、
支
援
体

制
、
魅
力
あ
る
管
理
職
の
処
遇
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
�
区
民

の
要
望
、相
談
に
迅
速
、的
確
に
応
え

る
こ
と
に
よ
り
、
区
民
と
の
信
頼
関

係
が
深
ま
り
、
職
員
の
意
識
改
革
に

も
繋
が
る
。
す
ぐ
や
る
課
の
設
置
を
。

答
弁

�
受
験
状
況
は
特
別
区
平
均

と
同
程
度
。
今
後
も
支
援
、
仕
組
み

作
り
を
検
討
。
�
特
別
の
組
織
で
な

く
全
て
の
部
門
で
取
り
組
む
。

こ
の
他
に
「
ニ
ー
ト
の
問
題
」
等

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

久
保
合
介

質
問

�
禁
煙
で
は
な
く
分
煙
と
喫

煙
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
求
め
る
と
い
う

点
の
理
解
が
重
要
と
考
え
る
が
。
�

区
長
の
指
定
喫
煙
可
能
場
所
は
。
�

罰
金
規
定
の
発
動
が
条
例
の
実
効
性

に
重
要
と
考
え
る
が
。
�
私
有
地
に

入
り
込
ん
で
の
喫
煙
の
対
処
は
。

答
弁

�
施
行
に
向
け
趣
旨
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
。
�
今
後
検
討
。
�
罰
則
は

目
的
達
成
の
最
終
担
保
。
ま
ず
は
Ｐ

Ｒ
推
進
。
�
事
業
所
を
通
じ
た
啓
発

等
で
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る
。

基
礎
学
力
の
向
上
を

質
問

�
総
合
学
習
が
学
力
低
下
の

一
因
と
考
え
る
か
。
�
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
た
日
本
人
の
底
力
を
ど
う

考
え
る
か
。
�
教
師
の
素
晴
ら
し
さ

を
導
き
、
生
み
出
す
環
境
が
重
要
で

は
。
�
小
学
校
に
専
任
教
師
を
。
�

教
員
配
置
に
特
区
活
用
を
。

答
弁

�
生
き
る
力
と
し
て
の
学
力

向
上
を
目
指
す
。�
底
力
が
日
本
を
支

え
た
。基
礎
学
力
、環
境
整
備
等
が
重
要
。

�
独
自
の
研
修
を
検
討
。�
一
つ
の
提

案
と
受
け
止
め
る
。
�
慎
重
に
対
応
。

こ
の
他
に
「
第
四
次
実
施
計
画
と

新
宿
区
奨
学
金
制
度
の
改
善
」
等
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

山
田
敏
行

質
問

�
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

外
部
か
ら
の
不
正
な
働
き
か
け
を
防

止
・
抑
制
す
る
仕
組
み
作
り
と
公
益

通
報
制
度
の
創
設
を
。
�
住
基
ネ
ッ

ト
に
関
し
て
。
�ア
導
入
目
的
達
成
度

�イ
費
用
対
効
果
�ウ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
�エ
住
民
選
択
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

�
区
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
を

検
討
す
る
中
で
不
正
な
働
き
か
け
防

止
、抑
制
も
考
え
る
。�
�ア
�イ
効
果
あ

り
。�ウ
侵
害
な
い
。�エ
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
他
「
教
科
書
採
択
」
等
、
三

項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

笠
井
つ
や
子

質
問

政
府
は
、
区
内
に
あ
る
東
京

厚
生
年
金
病
院
を
含
む
全
国
１０
箇
所

の
厚
生
年
金
病
院
を
民
間
病
院
な
ど

へ
売
却
す
る
方
針
を
決
定
。
こ
の
方

針
に
対
し
、
全
国
で
反
対
運
動
が
広

介
護
保
険
制
度
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

日ごろから予防が大切

方
向
性
を
き
ち
ん
と
示
し
ス
リ
ム
な
区
政
の
実
現
を

分
煙
と
喫
煙
マ
ナ
ー
遵
守
の
周
知
の
徹
底
を

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

どんなご相談でしょうか！？

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
制
度
設
計
と
そ
の
推
進

東
京
厚
生
年
金
病
院
の

公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
存
続
を

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

勉強は好き？不正はないかな！？

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問
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が
っ
て
お
り
、
東
京
厚
生
年
金
病
院

に
つ
い
て
も
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
す
る
存
続
の
要
望
書
に
３
万
筆
を

超
す
署
名
が
集
ま
っ
た
。
�
区
長
は
、

３
万
人
を
超
す
区
民
の
切
実
な
要
望

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

�
東
京
厚
生
年
金
病
院
が
地
域
医
療

に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
医
療
水
準

に
つ
い
て
の
区
長
の
評
価
は
。
�
区

長
自
ら
が
公
的
施
設
と
し
て
存
続
さ

せ
る
運
動
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
要

望
す
る
。

答
弁

�
多
く
の
住
民
が
、
病
院
の

売
却
で
現
在
の
医
療
内
容
を
維
持
で

き
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
、
公
益

性
の
高
い
病
院
と
し
て
の
存
続
を
望

ん
で
い
る
と
受
け
と
め
る
。
�
医
療

水
準
へ
の
高
い
評
価
は
、
院
長
・
職

員
の
努
力
に
よ
る
と
認
識
。
地
域
医

療
の
中
核
を
担
う
病
院
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
。

�
今
後
も
公
益
性
の
高
い
病
院
と
し

て
の
存
続
を
切
に
願
う
。

区
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
問

小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝

に
対
し
、
世
界
各
国
か
ら
反
発
が
強

ま
っ
て
い
る
。
新
宿
区
に
は
、
１
月

１
日
現
在
２
万
８,６３７
人
の
登
録
外
国
籍

住
民
が
お
り
、
か
つ
て
日
本
が
侵
略

し
た
韓
国
・
朝
鮮
籍
、
中
国
籍
な
ど

ア
ジ
ア
諸
国
の
方
が
大
多
数
を
占
め

て
い
る
。
過
去
の
侵
略
の
歴
史
に
フ

タ
を
し
て
真
の
友
好
は
得
ら
れ
な
い
。

区
長
は
、
多
文
化
共
生
を
、
過
去
の

歴
史
と
ど
う
向
き
合
っ
て
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
多
文
化
共
生

を
掲
げ
る
区
と
し
て
首
相
の
靖
国
参

拝
中
止
を
求
め
る
べ
き
。

答
弁

他
者
の
立
場
へ
の
想
像
力
を

も
っ
て
理
解
を
深
め
、
多
文
化
共
生

を
進
め
る
。
参
拝
中
止
の
要
請
で
は

な
く
、
互
い
に
信
頼
で
き
る
関
係
を

地
道
に
築
く
こ
と
が
重
要
。

放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

質
問

西
新
宿
駅
周
辺
は
、
放
置
自

転
車
で
往
来
に
も
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
繰
り
返
し
改
善
を
求
め
て
き

た
が
、
対
応
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。
�
関
係
機
関
と
は
ど
の
よ
う

に
協
議
し
て
い
る
の
か
。
改
善
の
見

通
し
は
。
ま
た
、
整
理
指
導
員
を
早

急
に
配
置
す
る
べ
き
で
は
。
�
区
は
、

ビ
ル
管
理
者
に
対
し
駐
輪
場
へ
の
誘

導
を
指
導
す
べ
き
で
は
。
大
規
模
事

務
所
ビ
ル
へ
の
自
転
車
駐
車
場
附
置

義
務
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁

�
西
新
宿
駅
の
放
置
自
転
車

は
、
昨
年
１１
月
調
査
で
約
３５０
台
。
自

転
車
駐
車
場
の
用
地
確
保
は
厳
し
い

状
況
で
、
拡
幅
工
事
中
の
青
梅
街
道

に
自
転
車
等
整
理
区
画
の
設
置
を
協

議
中
。
地
元
の
理
解
・
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
設
置
に
向
け
努
力
す
る
。
整

理
指
導
員
に
つ
い
て
は
早
急
に
検
討
。

�
周
辺
の
ビ
ル
管
理
者
へ
は
実
情
に

応
じ
指
導
・
啓
発
を
続
け
る
。

震
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

�
区
の
家
具
転
倒
防
止
器
具

取
付
事
業
の
昨
年
度
実
績
は
予
定
を

下
回
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価

と
そ
の
原
因
は
。
実
効
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
購
入
費
用
へ
の
助
成
に

よ
る
促
進
を
求
め
る
。
�
賃
貸
住
宅

へ
の
器
具
取
付
普
及
の
た
め
、
家
主

へ
の
働
き
か
け
や
区
立
住
宅
で
の
奨

励
に
よ
り
、
事
業
を
率
先
し
て
推
進

す
べ
き
。
�
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、

補
強
工
事
費
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

工
事
費
を
助
成
す
る
区
が
急
速
に
増

え
て
い
る
。
倒
壊
危
険
度
が
高
い
地

域
、
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
に
限
っ

て
で
も
助
成
を
求
め
る
。
�
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
倒
壊
防
止
対
策
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。
区
は
、
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
善

に
あ
た
り
、
経
済
的
困
難
者
に
は
費

用
負
担
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
。
�

阪
神
淡
路
大
震
災
後
作
成
し
た
防
災

危
険
マ
ッ
プ
は
、
継
続
し
て
検
証
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

答
弁

�
区
民
へ
の
周
知
、
啓
発
が

不
十
分
だ
っ
た
。
購
入
の
助
成
は
し

な
い
が
、
区
の
あ
っ
せ
ん
器
具
の
自

力
取
付
困
難
世
帯
に
は
取
付
助
成
を

行
う
。
�
地
域
の
方
々
、
不
動
産
関

係
者
へ
の
地
震
啓
発
ビ
デ
オ
の
利
用

推
進
や
、
区
立
住
宅
居
住
者
へ
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
�
区
職
員
に

よ
る
無
料
の
予
備
診
断
を
行
う
と
と

も
に
、
木
造
住
宅
等
の
耐
震
化
支
援

事
業
に
よ
る
詳
細
診
断
の
助
成
を
実

施
済
。
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
住
宅

金
融
公
庫
の
低
利
融
資
制
度
が
あ
り
、

こ
れ
の
対
象
外
と
な
る
住
宅
に
は
区

の
融
資
あ
っ
せ
ん
・
一
部
利
子
補
給

を
今
年
度
よ
り
開
始
。
�
実
態
調
査

の
結
果
等
に
よ
り
危
険
箇
所
の
改
修

・
改
善
を
指
導
。
撤
去
費
用
支
援
は
、

接
道
部
緑
化
の
際
の
一
部
助
成
制
度

が
あ
る
。
�
見
直
し
の
必
要
を
地
域

防
災
区
民
組
織
に
働
き
か
け
て
多
数

の
参
加
に
努
め
、
見
直
し
実
施
に
は

情
報
提
供
・
印
刷
等
の
支
援
を
行
う
。

こ
の
他
、「
次
世
代
育
成
の
た
め
の

経
済
的
支
援
策
」「
入
院
生
活
支
援

制
度
の
創
設
」「
３０
人
学
級
の
実
現
」

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

有
馬
俊
郎

質
問

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め

の
阻
害
要
因
を
少
し
で
も
排
除
し
、

社
会
全
体
で
責
任
を
分
担
す
る
仕
組

み
が
必
要
。
�
出
産
し
て
間
も
な
い

こ
ろ
の
手
助
け
望
む
声
多
い
。
派
遣

型
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
無
料

券
の
配
付
は
負
担
緩
和
に
加
え
、
家

庭
外
と
の
接
触
に
よ
り
不
安
感
を
和

ら
げ
る
効
果
も
期
待
で
き
る
が
。
�

区
長
は
「
子
育
て
を
み
ん
な
で
応
援

す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
る
が
、

地
域
と
の
連
携
策
は
。
�
先
ご
ろ
発

表
さ
れ
た
特
殊
出
生
率
は
過
去
最
低

の
１．２８８
。
区
長
の
感
想
は
。
�
次
世
代

育
成
支
援
計
画
で
の
経
済
的
支
援
策

検
討
の
進
捗
は
。
�
わ
が
党
で
は
子

育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
「
子

ど
も
優
先
」
社
会
の
構
築
を
目
指
し

『「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」２００５
』

緊
急
提
言
を
行
っ
た
が
、
と
り
わ
け

「
児
童
手
当
」
の
中
学
生
ま
で
の
拡

大
の
１８
年
度
実
施
を
強
く
求
め
た
い
。

答
弁

�
今
年
度
、
育
児
支
援
家
庭

訪
問
事
業
を
開
始
。
短
時
間
、
子
ど

も
を
預
か
る
ひ
ろ
ば
型
一
時
保
育
も

新
規
実
施
。
こ
れ
ら
の
利
用
見
て
効

果
的
な
負
担
緩
和
策
検
討
。
�
今
年

度
子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
設
置
し
、関
係
機
関
や
民
生
・

児
童
委
員
等
地
域
の
方
と
行
政
と
の

連
携
強
化
。�
大
変
残
念
。国
を
先
導

す
る
子
育
て
支
援
策
を
具
体
化
し
少

子
化
の
流
れ
変
え
た
い
。
�
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
中
。
夏

ご
ろ
ま
と
め
た
い
。
�
有
力
な
経
済

的
支
援
策
と
考
え
実
現
に
向
け
検
討
。

高
齢
者
の
実
態
に
即
し
た
施
策
を

質
問

�
介
護
保
険
事
業
で
、
�ア
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事

業
計
画
の
見
直
し
状
況
は
。
�イ
在
宅

介
護
の
希
望
比
率
高
く
、
区
独
自
の

思
い
切
っ
た
支
援
策
を
考
え
る
べ
き

だ
。
�ウ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ベ

ッ
ド
数
確
保
の
方
針
は
。
�
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
で
、
�ア
そ
の
あ
り
方
を
ど

う
考
え
る
か
。
�イ
区
民
か
ら
「
電
球

の
交
換
」
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
の
相
談
が
多
い
。
実
態
調
査

を
。
�ウ
千
代
田
区
で
は
高
齢
者
の
困

り
ご
と
に
２４
時
間
・
年
中
無
休
で
対

応
す
る
サ
ー
ビ
ス
実
施
し
て
い
る
。

是
非
本
区
で
も
、
困
り
事
相
談
、
仮

称
「
シ
ル
バ
ー
１１０
番
」
の
実
現
を
。

答
弁

�
�ア
地
域
支
援
事
業
と
し
て

再
構
築
し
、
新
た
な
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
、
地
域
ケ
ア
の
拠
点

に
。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な

ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
も
整
備

を
検
討
。
�イ
地
域
支
え
合
い
の
理
念

踏
ま
え
総
合
的
に
検
討
。
�ウ
今
年
度

定
員
１００
名
の
老
人
保
健
施
設
を
開
設
。

定
員
１００
名
の
特
養
も
整
備
を
図
っ
て

い
る
。
待
機
者
対
策
は
、
在
宅
生
活

の
支
援
策
含
め
、
総
合
的
に
検
討
。

�
�ア
加
齢
に
伴
う
生
活
上
の
不
安
や

不
便
を
解
消
す
る
サ
ー
ビ
ス
必
要
と

考
え
る
。
�イ
１６
年
１１
月
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
の
調
査
を
参
考
に
し
て

介
護
利
用
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

と
接
し
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。
�ウ

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

社
会
福
祉
協
議
会
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

新
宿
ら
し
い
困
り
ご
と
相
談
と
し
て

再
構
築
考
え
る
。
さ
ら
に
地
域
住
民

と
の
協
働
事
業
の
推
進
に
も
努
め
る
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
れ

質
問

子
ど
も
た
ち
の
安
全
脅
か
す

犯
罪
が
急
増
。
不
審
者
へ
の
「
監
視

の
目
」
強
化
の
た
め
、
学
校
や
警
察
、

地
域
住
民
な
ど
の
連
携
で
総
合
的
な

対
策
が
必
要
。
今
回
、
補
正
予
算
で

学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
防
止
策
強
化

さ
れ
る
が
、
�
緊
急
事
態
に
備
え
て

の
日
頃
の
訓
練
必
要
。
実
施
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。
�
授
業
中
、
学
校
を
見

回
る
警
官
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
が
あ
る
が
、
数
校
掛

け
持
ち
。
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
各
校
配

備
を
。
�
学
校
以
外
で
は
１５
時
か
ら

１８
時
が
危
険
な
時
間
。
�ア
逃
げ
込
み

先
と
し
て
『
ピ
ー
ポ
１１０
番
』
の
制
度

は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
の
か
。
�イ

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
町
連
等
と
の

具
体
的
話
し
合
い
は
。
�ウ
愛
犬
家
に

よ
る
『
ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
』
へ

の
参
加
の
働
き
か
け
は
。
�エ
地
域
の

防
犯
力
を
高
め
る
た
め
、
行
政
の
縦

割
り
廃
し
て
全
庁
的
検
討
必
要
で
は
。

答
弁

�
日
頃
の
危
機
管
理
意
識
向

東京厚生年金病院の民間への売却に反対！

児
童
手
当
の
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
！

新
宿
区
議
会
公
明
党

児童手当を中学生まで拡大へ

代

表

質

問

平成１７年（２００５年）７月１７日 4新宿区議会だよりNo.２２１



自

民

新
無
ク

民

主

社

会

共

産

公

明

自

民

新
無
ク

民

主

自

民

自

民

上
が
必
要
。
全
校
が
警
察
と
連
携
し

た
訓
練
実
施
。
加
え
て
、
教
職
員
対

象
に
警
官
の
指
導
で
特
殊
警
棒
等
を

利
用
し
た
防
犯
実
践
訓
練
を
実
施
。

今
後
は
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実

効
性
向
上
や
実
践
的
防
犯
訓
練
を
繰

り
返
し
実
施
。
�
施
設
を
改
善
し
、

警
察
等
と
の
連
携
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
へ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
要
請
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
の
安
全
強
化
を
図
る
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
も
検
討
。
�
�ア
さ

ら
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
警
察
、
協

力
家
庭
、
学
校
等
と
連
携
。
�イ
連
携

方
法
等
の
話
し
合
い
進
め
る
。
�ウ
活

動
団
体
を
「
協
働
の
ひ
ろ
ば
」
等
で

紹
介
。
地
域
で
活
動
広
が
る
よ
う
支

援
。
�エ
危
機
管
理
課
を
調
整
窓
口
に

全
庁
的
に
取
り
組
む
。

こ
の
他
に
「
水
害
対
策
」「
中
学

校
で
の
実
践
邦
楽
教
育
の
導
入
」
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

な
す
雅
之

質
問

�
開
館
日
、
時
間
の
拡
大
は
。

�
日
常
業
務
は
民
間
委
託
可
能
で
は
。

コ
ス
ト
研
究
を
。
�
１４
、
１５
年
度
の

学
校
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
は
、
効
果
大

で
継
続
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
が
担
っ
た
司
書
機
能
は
。

答
弁

�
５
月
１０
日
か
ら
四
谷
除
く

７
地
域
館
と
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

の
平
日
夜
間
１
時
間
延
長
。
順
次
開

館
日
等
の
拡
大
に
努
力
。
�
直
営
、

部
分
委
託
等
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
検
討
。
�
「
ス
ク
ー
ル
ス
タ

ッ
フ
新
宿
」
事
業
を
立
ち
上
げ
対
応
。

深
沢
と
し
さ
だ

地
域
循
環
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

質
問

�
民
間
委
託
も
含
め
て
、
区

の
名
所
や
旧
跡
の
観
光
資
源
と
し
て

の
活
用
や
日
常
生
活
の
交
通
手
段
と

し
て
も
利
用
で
き
る
地
域
循
環
バ
ス

の
導
入
の
検
討
を
。
�
命
名
は
、「
や

な
せ
た
か
し
」
氏
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
ち
な
み
、「
新
宿
シ
ン
ち
ゃ
ん
バ

ス
」
と
し
て
は
。

答
弁

�
民
間
参
入
が
可
能
な
バ
ス

ル
ー
ト
の
調
査
に
着
手
。１７
、１８
年
度

の
２
カ
年
で
運
行
方
法
、
採
算
等
検

討
。
�
民
間
事
業
者
参
入
時
に
検
討
。

え
の
き
秀
隆

犯
罪
の
機
会
を
減
ら
せ

質
問

犯
罪
抑
制
の
た
め
に
は
犯
罪

機
会
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
。
�
情

報
提
供
に
防
災
無
線
を
活
用
し
て
は
。

�
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
や
通
報
制
度
な

ど
地
域
と
の
連
携
を
。
�
総
合
的
な

防
犯
施
策
を
実
行
で
き
る
区
の
組
織

づ
く
り
を
。

答
弁

�
防
犯
メ
ー
ル
希
望
者
を
拡

大
。
う
る
さ
く
な
い
防
災
無
線
に
努

力
。�
１１
地
区
で
活
動
中
。自
主
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
等
活
動
有
。
�
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
充
実
し
て
い
く
。

小
野
き
み
子

下
落
合
の
樹
木
を
守
れ

質
問

旧
遠
藤
邸
の
樹
木
を
守
る
た

め
、「
下
落
合
み
ど
り
ト
ラ
ス
ト
基

金
」
が
２
億
３,５００
万
円
余
集
め
た
。
�

現
所
有
者
と
の
交
渉
経
過
、
今
後
の

方
針
は
。
�
教
育
委
員
会
は
こ
の
森

の
環
境
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

答
弁

�
可
能
な
限
り
環
境
を
保
全

し
て
い
き
た
い
が
、
現
状
で
は
区
の

適
正
な
価
格
と
事
業
者
の
金
額
に
隔

た
り
が
あ
り
進
展
な
い
。適
正
な
価
格

以
外
で
の
購
入
は
困
難
。�
一
般
的
に

子
ど
も
に
は
緑
豊
か
な
環
境
は
貴
重
。

か
わ
の
達
男

高
田
馬
場
駅
と
周
辺
の
改
良
を

質
問

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の

重
点
整
備
地
区
に
高
田
馬
場
が
指
定
。

�
駅
の
改
修
状
況
は
。
�
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
向
け
て
の
今
後
の
計
画
は
。

�
住
民
要
望
の
強
い
早
稲
田
口
の
整

備
は
。�
戸
山
口
の
改
善
要
望
す
べ
き
。

答
弁

�
完
成
見
込
み
は
１８
年
１１
月
。

�
検
討
委
員
会
の
中
で
進
め
る
。
�

関
係
機
関
に
働
き
か
け
た
。実
現
に
向

け
取
り
組
む
。�
改
善
要
望
し
て
い
く
。

こ
の
他
に
「
障
害
者
の
自
立
支
援

に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

沢
田
あ
ゆ
み

（
仮
称
）ピ
カ
ソ
西
早
稲
田
店
出
店
問
題
と

自
転
車
駐
車
場
附
置
義
務
に
つ
い
て

質
問

�
事
業
者
は
、
駐
車
場
や
駐

輪
場
の
設
置
に
応
じ
る
姿
勢
が
な
い
。

区
は
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
指
導
を
。

�
出
店
届
出
時
に
区
が
近
隣
関
係
者

に
知
ら
せ
よ
。�
施
設
の
用
途
変
更
で

も
駐
輪
場
設
置
義
務
を
。�
地
下
鉄
１３

号
線
駅
へ
の
駐
輪
場
設
置
の
協
議
を
。

答
弁

�
粘
り
強
く
働
き
か
け
る
。

�
設
置
者
に
要
請
す
る
。
�
附
置
義
務

の
対
象
外
だ
が
十
分
な
対
応
を
要
請
。

�
東
京
メ
ト
ロ
に
協
力
を
強
く
要
望
。

く
ま
が
い
澄
子

地
域
力
を
活
か
し
た
震
災
対
策
を

質
問

地
域
危
険
度
測
定
結
果
が
公

表
。
�
再
開
発
方
式
か
ら
の
脱
却
を
。

�
地
域
住
民
の
意
識
改
革
は
。
�
火

災
危
険
度
ワ
ー
ス
ト
地
域
の
対
策
は
。

�
災
害
時
要
援
護
者
の
、
�ア
避
難
対

策
は
。
�イ
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を
。

答
弁

�
早
期
に
個
別
に
木
造
住
宅

の
耐
震
性
能
向
上
図
る
対
策
を
地
域

に
働
き
か
け
る
。�
啓
発
ビ
デ
オ
等
で

Ｐ
Ｒ
。�
早
急
に
地
域
に
入
り
話
し
合

う
。�
�ア
名
簿
へ
の
登
録
求
む
。誘
導

は
近
隣
住
民
の
協
力
不
可
欠
。�イ
検
討
。

吉
住
健
一

教
科
書
に
つ
い
て

質
問

�
他
国
と
の
関
係
を
教
育
の

中
で
取
り
上
げ
る
べ
き
。
�
隣
国
に

お
け
る
反
日
運
動
へ
の
感
想
は
。
�

諸
外
国
の
歴
史
教
科
書
で
の
自
国
の

記
述
を
研
究
し
た
こ
と
は
。
�
教
科

書
採
択
の
手
順
は
。

答
弁

�
今
後
も
様
々
な
形
で
取
り

組
む
。
�
報
道
に
触
れ
る
た
び
に
残

念
で
な
ら
な
い
。
�
他
国
の
教
育
、

教
科
書
を
知
る
こ
と
も
大
切
と
認
識
。

�
審
議
委
員
会
の
調
査
審
議
を
経
て

教
育
委
員
会
自
ら
の
判
断
で
採
択
。

の
づ
た
け
し

も
っ
と
町
会
を
ピ
ー
ア
ー
ル
せ
よ

質
問

区
民
と
の
協
働
を
進
め
る
う

え
で
町
会
の
活
性
化
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
�
チ
ラ
シ

配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
効
果
は
。

�
転
入
者
向
け
の
情
報
提
供
の
効
果

は
。
ま
た
�
他
地
区
へ
の
拡
大
は
。

�
集
合
住
宅
の
町
会
加
入
の
あ
り
方
、

ピ
ー
ア
ー
ル
方
法
等
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁

�
一
定
の
効
果
あ
り
。
推
移

を
見
守
る
。
�
地
域
ご
と
の
情
報
提

供
は
好
評
。
�
今
後
具
体
的
に
検
討
。

�
個
別
の
周
知
等
、
支
援
策
を
検
討
。

猪
爪
ま
さ
み

区
民
の
命
と
財
産
を
守
れ

質
問

�
ガ
ラ
ス
飛
散
の
ビ
ル
調
査
、

対
策
は
。
�
木
造
住
宅
の
耐
震
工
事

に
つ
い
て
。
�
災
害
時
の
保
護
者
と

の
連
絡
は
。
�
警
察
官
を
校
門
に
。

�
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
。

答
弁

�
調
査
済
。
問
題
あ
る
ビ
ル

は
指
導
。�
意
識
啓
発
に
よ
り
助
成
利

用
進
め
る
。�
緊
急
連
絡
網
活
用
。伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
も
周
知
。�
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
が
巡
回
。�
厳
格
な
審
査
が

重
要
。法
改
正
ま
で
回
数
制
限
等
見
直

し
進
め
る
。
予
約
制
は
有
効
性
検
証
。

下
村
治
生

外
国
人
と
の
共
生
に
つ
い
て

質
問

本
区
は
２３
区
中
で
も
突
出
し

て
外
国
籍
住
民
が
多
い
。�
本
年
開
設

の「
多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ
」の
事
業
内

容
、周
知
方
法
は
。�
地
域
組
織
の
紹

介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
。
�
プ

ラ
ザ
事
業
と
し
て
町
会
・
商
店
会
主

体
の
協
働
事
業
を
。
�
震
災
対
策
は
。

答
弁

�
日
本
語
学
習
の
支
援
や
交

流
事
業
等
の
実
施
。説
明
会
、広
報
等
で

紹
介
。�
資
料
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
。�
主
体
と
な
る
よ
う
期
待
。�
大
久

保
地
域
で
多
文
化
防
災
訓
練
を
予
定
。

桑
原
公
平

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
に
つ
い
て

質
問

生
活
保
護
申
請
へ
の
対
応
は

不
正
受
給
が
あ
る
の
で
配
慮
が
必
要
。

�
１５
年
度
の
不
正
受
給
額
は
ど
の
位

か
。
�
ま
た
不
正
受
給
を
な
く
す
取

り
組
み
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

�
１５
年
度
決
算
の
生
活
保
護

費
弁
償
金
調
定
額
２
億
８００
万
円
余
り

の
う
ち
、
不
実
の
申
請
、
そ
の
他
不

正
な
手
段
に
よ
る
も
の
は
１１７
件
、
１

億
３,１００
万
円
余
。
�
制
度
の
趣
旨
の
徹

底
、
生
活
・
収
入
状
況
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

民
間
委
託
も
視
野
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
！

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

学校図書館スタッフの復活を

平 成１７年 第 ３ 回
定例会のお知らせ

☆９月１６日から１０月１４日までの予定
です。主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 ９月１６日・２０日・

１０月１４日
決算特別委員会 ９月２１日～１０月４日
常任委員会 １０月６日・７日
特別委員会 １０月１１日・１２日
☆ぜひ傍聴にいらしてください。

会派略称：

公 明＝新宿区議会公明党

共 産＝日本共産党新宿区議会議員団

自 民＝自由民主党新宿区議会議員団

新無ク＝新宿区議会無所属クラブ

民 主＝民主党新宿区議会議員団

社 会＝社会新宿区議会議員団

無所属＝無所属

花マル＝新宿区議会花マルクラブ

代

表

質

問
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政務調査費の収支報告をお知らせします
政務調査費とは、地方自治法に基づき、新宿区政務調査費の交付に関する条例を定めて、議員（会派）が調査研究に使うために必要な経費の一部
として、会派に交付される経費のことです。
平成１６年度（平成１６年４月～平成１７年３月）に交付した政務調査費がどのように使われたのかは下記の表のとおりです。

◎収入……月額１５０，０００円に会派の人数を乗じた金額になります。（交付された政務調査費に残額が生じた場合は、区に返還します。）

支出（項目の説明）
人件費事務費広報費資料費会議費研修費調査研究費

調査研究を補助
する職員を雇用
する経費。

調査研究にかか
る事務遂行に必
要な経費。

議会活動及び区政
に関する政策等の
広報活動に要する
経費。

調査研究に必要な資
料の作成及び図書、
資料等の購入に要す
る経費。

調査研究のため
の各種会議に要
する経費。

研修会及び講演会の実施に必要な
経費並びに他団体が開催する研修
会、講演会等への所属議員及び会
派の雇用する職員の参加に要する
経費。

区の事務及び地方行
財政に関する調査研
究及び調査委託に要
する経費。 【給料、手当、社会

保険料、賃金など】
【事務用品・備品
購入費、リース料、
通信費など】

【会場費、会場設
営費、講師謝礼、
資料印刷費など】

【広報紙・報告書等
印刷費、送料、交通
費など】

【印刷・製本費、原稿
料、書籍購入費、新聞
・雑誌購読料など】

【調査委託費、調査報
告書等作成費、交通費、
宿泊費など】

【会場費、機材借り上げ費、講師謝礼、出
席者負担金、会費、交通費、宿泊費など】

政務調査費は、下記の使途に用いることはできません

１ 政党、政治、後援会活動、あるいは個人のためのもの
（ただし、政党が主催する研修会への参加等は除く）

２ 日当に相当するもの
３ 寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するもの

もっと詳しく知りたい時

会派は、四半期（４月～６月・７～９月・１０月～１２月及び翌年１～３月）ごとに『四半期収支状況報告書』を、また、年度（４月～翌年３月）
が終わると、『年度収支報告書』をそれぞれ３０日以内に議長に提出します。
報告書には、調査研究費や会議費等の項目別に、具体的な使いみちと金額が書かれています。この報告書は、閲覧することができます。（領
収書等についてもご覧いただけます。）
詳しくご覧になりたい方は、議会事務局までご連絡ください。

議長交際費の支出状況をお知らせします
●議長が議会を代表して各種行事や接遇関係など対外的な活動をするために要する経費です。
●毎月の執行額については、平成１６年１月分から区議会ホームページでご覧になれます。議長交際費とは？

※ 平成１６年１月１日から、従来別の経費（報償費）だった弔慰金及び見舞金についても、交際費で支出しています。
※ 支出団体名等をご覧になりたい方は、議会事務局までご連絡ください。

平成１６年度 政務調査費収支一覧〔平成１６年４月～平成１７年３月〕

主 な 使 途

区政報告会開催経費、
広報紙発行経費、補助
職員雇用経費など
調査研究視察経費、研
修会開催経費、広報紙
発行経費など
調査研究交通費、広報
紙発行経費、補助職員
雇用経費など
調査研究交通費、研修
会参加経費、広報紙発
行経費など
調査研究交通費、広報
紙発行経費、アルバイ
ト雇用経費など
調査研究交通費、研修
会参加経費、広報紙発
行経費など
研修会参加経費、広報
紙発行経費など
資料購入経費、事務用
品購入経費など

支出合計

１６，１９９，４９７

４，２０７，３８４

１４，４００，０００

７，２００，０００

７，２００，０００

３，６００，０００

１，８００，０００

１，８００，０００

５６，４０６，８８１

支 出
人 件 費

１０，３８３，４４１

７５，０００

４，６１０，０００

１５，０００

１，５１８，６３１

０

９５，０００

０

１６，６９７，０７２

事 務 費

２，５３９，８７６

８７６，０２１

２，０９７，３８３

２６４，０４３

３９２，３３６

５８６，０４３

４０７，０５５

１，７８１，０５４

８，９４３，８１１

広 報 費

２，３５８，７７２

１，４３９，２９０

４，３８４，２７４

６，１１２，５８７

３，５４３，４０８

１，６５５，７２４

１，０８１，１８１

０

２０，５７５，２３６

資 料 費

６５１，３３４

５７０，９０１

１，００５，３９３

１６３，４３５

３３０，３６８

７５３，７２３

７５，７９０

１８，９４６

３，５６９，８９０

会 議 費

５，７００

１１５，９０３

４７，８４１

０

１０，０００

６４，２５０

６，３２４

０

２５０，０１８

研 修 費

２５３，４９４

６４９，２７０

１６６，８００

１２９，１７０

５６，４６０

２００，６６０

４６，８００

０

１，５０２，６５４

調査研究費

６，８８０

４８０，９９９

２，０８８，３０９

５１５，７６５

１，３４８，７９７

３３９，６００

８７，８５０

０

４，８６８，２００

収 入

１６，２００，０００

１６，２００，０００

１４，４００，０００

７，２００，０００

７，２００，０００

３，６００，０００

１，８００，０００

１，８００，０００

６８，４００，０００

会派
人員

９

９

８

４

４

２

１

１

３８

会 派 名

日本共産党新宿
区議会議員団

新 宿 区 議 会
公 明 党

自由民主党新宿
区議会議員団

新 宿 区 議 会
無所属クラブ

民主党新宿区議
会 議 員 団

社会新宿区議会
議 員 団

新 宿 区 議 会
花マルクラブ

無 所 属

合 計

合 計

金 額

６２，０００

１８，０００

３０，０００

３６７，０００

８０，０２０

５５７，０２０

件 数

７

３

３

４５

９

６７

接 遇

金 額

０

０

０

０

０

０

件 数

０

０

０

０

０

０

弔 慰

金 額

０

０

０

０

７０，０２０

７０，０２０

件 数

０

０

０

０

７

７

見 舞 い

金 額

０

０

０

０

１０，０００

１０，０００

件 数

０

０

０

０

２

２

会 費

金 額

６２，０００

１８，０００

３０，０００

３６７，０００

０

４７７，０００

件 数

７

３

３

４５

０

５８

支出項目

支出先

町 会

地 域 団 体

商 店 会

各種関係団体

そ の 他

合 計

単位（円）

単位（円）

平成１
６年度

平成１
６年度
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＝新宿区平和都市宣言２０周年。平和への思いを新たに＝
本紙及び区広報、ホームページなどで開催をお知らせしてきた、新宿区
議会の平和祈念事業『語りべ＆ミニコンサート』が、６月９日の第２回定例
会初日、本会議開会前の議場で開催されました。会場では、区民の方など
約２００名が、熱心に語りと音楽に耳を傾け、平和への思いを新たにしました。

当日は、議長あいさつに続き、
プログラム第１部、沖縄対馬丸
記念会の上原清さんの語りで始
まりました。第２次世界大戦中、
敗戦の色濃い昭和１９年の夏、沖
縄から学童疎開の子どもたちを
乗せた船「対馬丸」が、鹿児島
県・悪石島付近で米海軍潜水艦
に魚雷攻撃を受けて沈められ、

多くの幼い命が犠牲になりました。お話をしてくださった上原さんは、国
民学校４年生当時この船に乗り合わせ、６日間の漂流の末奇跡的に一命を
とりとめた生存者の一人で、現在は、この体験を語り伝えることで記憶を
共有し、平和と命の尊さを訴える「語りべ」として活動をしている方です。
船倉に閉じ込められたまま船と運命を共にした多くの学童たち、沈没する

船を見捨てて遠ざかる護衛艦、幾重もの偶然により分けられた生と死など、
この日語られた悲惨な体験は、聞く人に強烈な印象を与えました。
第２部は、早稲田大学交響楽団アンサンブルによる弦楽五重奏のミニ・
コンサートです。モーツァルトの「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」、
カタロニア民謡「鳥の歌」など、全４曲の優しく、また荘厳な調べに、会
場はしっとりとした雰囲気に包まれました。
この催しは、昭和６１年３月の新宿区平和都市宣言から２０周年、終戦後６０
年を記念して、平和を願い、また区議会に親しんでもらうきっかけにと、
区議会議員が企画・開催したものです。各会派から選出した７名の実行委
員を中心に、計画から司会進行、
受付まで議員が協力して実行に
あたった手作りのイベントでし
た。本会議場におけるこのよう
な催しは、新宿区議会５８年史上
初めての試みで、天井の高い会
議場は音響効果も良く、区民の
方には議員席に座っていただく
珍しい体験の場ともなりました。

区議会では、平成１４年６月から「開かれた議会をめざして」を合言葉に
議会改革に関して検討を重ねてまいりました。中でも議員の政治倫理を確
立し、清浄で民主的な区政の発展に寄与することを目的とした「新宿区議
会議員政治倫理条例」につきましては、「新宿区議会議員政治倫理条例に
関する懇談会」を設置して審議を行い、第２回定例会において議員提出議
案として提出し、２０日本会議において可決しました。

《どんな内容ですか？》⇒本条例は４章（４章は補則）からなっています。
【第１章（総則）】では、議会、議員、区民それぞれの役割と責務を規定
しています。
【第２章（政治倫理基準）】では、議員が遵守すべき政治倫理基準として、
「区職員等に対して不正な影響力の行使の禁止」や「依頼等をする場合の
記録義務」、「兼業の報告義務」、「人権侵害のおそれのある行為の禁止」を
規定しています。
【第３章（政治倫理審査会）】では、議会に新宿区議会議員政治倫理審査
会を置いて区民の審査請求権を規定し、その運営について定めています。
○議員の政治倫理に関して疑問を感じたときは、議長に審査請求すること
ができます。

⇒議員定数の８分の１以上の議員又は満２０歳以上の区民１００人以上の連署
に資料を添えて請求します。
⇒パワーハラスメント、セクシャルハラスメントなど「人権侵害の恐れの
ある行為を受けた場合」は、１人でも審査請求できます。

対象となった議員には、資料の提
出、審査会への出席の義務、また、
弁明の機会があります。

請 求
○議長は審査を審査会に求める。

（６０日以内）
審査会の審査

○審査会は文書で議長に審査結果を報告する。また、必要な措置を勧告で
きる。 報 告
○議長は審査の請求をした者、対象となった議員（被請求議員）に通知を
し、概要を公表しなければならない。

議会の措置

議会は、被請求議員が政治倫理に違反したと認められると
きは、区民の信頼を回復するために必要な措置を講ずる

区民の皆さんのご協力をお願いします！
○区民の代表である議員が公約の実現に向けて努力することを期待する。
○政治倫理を逸脱する行為を求めない。
○積極的に議会を監視し議員・議会を通じて区政運営に参画する。
○議員に対し説明責任を果たすことを求める。
区民の皆さんも参加してください！
議員の政治倫理に関することについて、審査の請求をすることができま
す。
また、政治倫理審査会は学識経験者、議員とともに区民の皆さんからも
委員を委嘱します。
条例の施行は、平成１７年１２月１日からです。条例全文は議会事務局で配布
するほか、区議会ホームページでもご覧いただけます。

区議会議員政治倫理条例を制定しました�

－区議会では第２回定例会前の６月８日、
条例案についての研修会を行いました－研

修
会
を
開
催
�

当日は、新宿区議会議員政治倫理条例に
関する懇談会会長でもあった吉野孝早稲
田大学教授をお招きして、条例の趣旨を
理解し共通の認識にすべく講義をしてい
ただき、議員からも活発な質疑・意見交
換があり有意義なものとなりました。 研修会の様子

沖縄全戦没者追悼式に参加しました
区議会は昭和６１年３月の「新宿区平和都市宣言」を尊重し、平和事業として沖縄、広島、長崎の平和祈念式に議員を派遣しています。
今回は、「沖縄全戦没者追悼式」に、そめたに正明、おぐら利彦、小野きみ子の各議員を、区議会の代表として派遣しました。
６月２３日、式典に先立ち一行は沖縄本島南端近くの「東京の塔」を訪れ、沖縄戦で倒れた東京都出身の
方々へ献花し、「ひめゆりの塔」を廻り、戦争で亡くなられた方々に哀悼の意を捧げました。
沖縄戦最後の激戦地である糸満市摩文仁の平和祈念公園で開会された追悼式は、正午の時報を合図に１
分間の黙とうから始まり、小泉純一郎首相や稲嶺惠一沖縄県知事をはじめ、各界の代表、遺族ら約５千人
の参列のもと、しめやかに行われました。
式典は、沖縄県遺族連合会会長の追悼のことばの後、戦没者に対し献花が行われ、知事の「平和宣言」
へと続き、平和の象徴である鳩が摩文仁の空に放たれました。
その後、与那原東小学校６年生の上原凛君が、「平和な今」と題した「平和の詩」を朗読し、平和への
誓いを呼びかけました。
沖縄の澄んだ青空のもと参列者全員が、戦没者のご冥福をお祈りするとともに平和への誓いを新たにす
る中、追悼式は終了しました。
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本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
１５
件

の
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
２
件
を
採
択
、
１
件
を
一
部

採
択
、
１
件
を
審
査
前
に
撤
回
承
認

し
ま
し
た
。

結
論
の
出
な
か
っ
た
請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
継

続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

新
た
に
提
出
さ
れ
た

も
の【
要
旨
・
審
査
結
果
】

今
定
例
会
で

審
査
し
た
も
の

□
新
宿
区
�
笥
町
３９
番
地
、
北
町
４１

番
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
１７
階
建
中
高
層
共
同
住

宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
１９
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

同
共
同
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
業
計
画
の

十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
、
近
隣
住
民

が
納
得
す
る
ま
で
は
、
建
築
申
請
の

認
可
を
行
わ
ず
、
解
体
工
事
を
中
止

し
、
住
民
と
十
分
に
話
し
合
っ
て
円

満
に
工
事
協
定
書
を
締
結
す
る
よ
う

に
事
業
者
に
働
き
か
け
て
戴
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

□
東
京
厚
生
年
金
病
院
が
公
益
性
の

高
い
病
院
と
し
て
存
続
す
る
た
め
の

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

１７
陳
情
第
２０
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

新
宿
区
議
会
と
し
て
東
京
厚
生
年

金
病
院
を
公
益
性
の
高
い
病
院
と
し

て
存
続
さ
せ
る
よ
う
、
国
及
び
関
係

機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

□
元
第
６
陸
軍
技
術
研
究
所
跡
地
に

お
け
る
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
等
の
処
理
に

関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２１
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

環
境
省
の
追
加
調
査
に
よ
っ
て
新

た
に
判
明
し
た
「
毒
ガ
ス
の
『
イ
ペ

リ
ッ
ト
爆
弾
』
８０
発
を
地
中
に
処

理
」
と
の
証
言
情
報
に
沿
い
、
新
宿

区
議
会
と
し
て
、
区
民
の
安
全
確
保

の
た
め
、
政
府
の
責
任
に
お
い
て
爆

弾
撤
去
な
ど
適
切
な
処
置
を
講
ず
る

よ
う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

□（
仮
称
）中
落
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２２
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
採
択
】

当
地
域
は
、
古
く
か
ら
緑
豊
か
で

閑
静
な
住
宅
地
で
あ
り
、
高
台
の
中

心
部
に
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て

る
こ
と
に
よ
り
、
居
住
環
境
が
大
き

く
損
な
わ
れ
、
地
域
の
街
づ
く
り
を

壊
す
も
の
と
な
り
ま
す
。
地
域
住
民

の
要
望
や
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
計
画
と
な
る
よ
う
事
業
主
に

指
導
し
、
住
民
と
の
話
し
合
い
が
つ

く
ま
で
確
認
申
請
許
可
に
対
し
て
慎

重
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
宿
区

議
会
よ
り
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
に

陳
情
致
し
ま
す
。

□
新
宿
区
が
提
案
し
て
い
る
「
高
度

地
区
変
更
」
案
の
早
期
実
施
を
求
め

る
陳
情

１７
陳
情
第
２３
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

新
宿
区
が
提
案
し
て
い
る
「
高
度

地
区
変
更
」
案
の
早
期
実
施
を
求
め

る
。
同
案
原
案
の
発
表
以
後
、
実
施

以
前
に
申
請
の
あ
っ
た
高
層
建
築
物
、

特
に
高
層
集
合
住
宅
を
、
全
て
適
用

除
外
と
す
る
こ
と
な
く
、
周
辺
住
民

の
合
意
を
条
件
と
し
て
欲
し
い
。
ま

た
、
同
案
実
施
以
前
に
建
築
さ
れ
た

高
層
建
築
物
、
特
に
高
層
集
合
住
宅

が
、「
既
存
不
適
格
」と
し
て
、建
て
直

し
や
改
築
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
周
辺
住
民
の
同
意
を
条
件
と
し
、

周
辺
環
境
、
町
並
み
と
の
調
和
を
計

る
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

□「
新
宿
区
高
度
地
区
変
更（
原
案
）」

に
対
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２４
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

今
般
新
宿
区
に
お
い
て
検
討
中
の

「
新
宿
区
高
度
地
区
変
更
」
に
よ
り
、

建
物
の
高
さ
が
規
制
さ
れ
、
当
方
に

て
予
定
し
て
い
る
計
画
建
物
が
建
築

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当

敷
地
の
絶
対
高
さ
に
つ
い
て
「
新
宿

区
高
度
地
区
変
更
素
案
」
を
変
更
あ

る
い
は
緩
和
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

□
公
契
約
条
例
制
定
に
む
け
て
の
検

討
を
促
す
陳
情

１７
陳
情
第
２５
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

公
契
約
条
例
制
定
の
検
討
を
具
体

的
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
検
討
の

前
段
と
し
て
、
国
に
対
す
る
公
契
約

法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
、

「
要
綱
」
に
よ
る
元
請
企
業
に
対
す

る
行
政
指
導
の
強
化
に
つ
い
て
、
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
３０
階
建
て
「
ア
デ
ニ
ウ
ム
新
宿
原

町
」（
仮
称
）
建
設
計
画
と
「
絶
対

高
さ
を
定
め
る
高
度
地
区
変
更
」
案

の
早
期
実
現
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２６
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

１

区
が
提
案
し
て
い
る
「
絶
対
高

さ
制
限
を
定
め
る
高
度
地
区
変

更
」
案
の
早
期
実
施
を
求
め
ま
す
。

２

同
案
原
案
の
発
表
以
後
、
実
施

以
前
に
申
請
の
あ
っ
た
高
層
建
築

物
、
特
に
高
層
集
合
住
宅
を
、
全

て
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
な
く
、

周
辺
住
民
の
合
意
を
条
件
と
し
て
、

強
い
行
政
指
導
を
求
め
ま
す
。

３

原
町
三
丁
目
に
新
た
に
建
築
が

計
画
さ
れ
て
い
る
３０
階
建
て
マ
ン

シ
ョ
ン「
ア
デ
ニ
ウ
ム
新
宿
原
町
」

（
仮
称
）
に
対
す
る
適
切
な
行
政

指
導
を
求
め
ま
す
。

□（
仮
称
）西
早
稲
田
二
丁
目
計
画
見

直
し
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２７
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

新
宿
区
西
早
稲
田
二
丁
目
６９－

８

番
地
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
同

計
画
に
つ
い
て
、
説
明
会
で
建
築
主

側
の
近
隣
住
民
へ
の
誠
意
は
全
く
感

じ
ら
れ
ず
、
住
民
要
望
に
考
慮
の
余

地
は
な
い
と
明
言
し
て
お
り
、
次
回

説
明
会
が
行
わ
れ
た
時
点
で
建
築
確

認
申
請
を
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

工
事
期
間
中
を
含
む
近
隣
の
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
計
画
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
の
で
、
話
し
合
い

の
継
続
、
住
民
と
の
合
意
形
成
ま
で

確
認
申
請
・
建
築
工
事
の
保
留
等
、

計
画
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
区
か
ら
強

力
に
働
き
か
け
を
す
る
よ
う
陳
情
し

ま
す
。

□
北
新
宿
４
丁
目
の
建
築
物
の
「
絶

対
高
さ
制
限
」
を
定
め
る
高
度
地
区

変
更
原
案
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２８
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

原
案
を
や
め
、
こ
の
町
の
現
状
に

配
慮
し
て
、
一
律
で
は
な
く
き
め
細

か
い
高
さ
制
限
の
案
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
日
影
規
制
と
高
度
地

区
指
定
の
あ
っ
た
平
成
８
年
前
の
都

市
計
画
に
基
づ
い
て
、
住
民
の
意
見
、

要
望
を
充
分
聞
い
て
案
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

□
新
宿
区
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
整
備
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
２９
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
１
、
２
項
は
継
続
審
査
、

３
、
４
、
５
項
は
採
択
】

新
宿
区
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
策
定
報
告
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
人
が
安
全
に
安
心
し
て
快
適
に
利

用
で
き
る
大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
等

の
整
備
に
向
け
、
次
の
点
を
陳
情
し

ま
す
。

１

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
の
各
ホ
ー
ム
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
当
た
っ
て

は
、
大
型
と
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
へ
の

区
の
指
導
と
支
援
の
実
施

２

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
の
各
ホ
ー
ム
へ
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
（
可
動
式
ホ
ー
ム

柵
）
の
設
置
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
へ

の
区
の
指
導
と
支
援
の
実
施

３

公
共
交
通
特
定
事
業
計
画
作
成

へ
の
障
害
当
事
者
等
の
参
画

４

検
討
委
員
会
の
運
営
委
員
へ
の

高
齢
者
・
障
害
別
当
事
者
等
及
び

ユ
ー
ザ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
参
加

５

環
境
建
設
委
員
会
委
員
と
の
懇

談
会
の
開
催

□
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
費
助
成
事

業
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
３０
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

新
宿
区
に
お
い
て
飼
い
主
の
な
い

猫
の
去
勢
、
手
術
費
を
全
額
負
担
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
区
民
に
支
払
い

を
さ
せ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

今
定
例
会
後
に

審
査
を
始
め
る
も
の

□
新
宿
区
内
の
多
目
的
競
技
場
の
設

置
等
に
関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
３２
号（
文
教
委
員
会
）

区
内
に
多
目
的
競
技
場
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。
小
・
中
学
校
の
統
廃

合
跡
地
を
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
実
現

で
き
な
い
場
合
で
も
、
区
内
の
一
般

施
設
、
特
に
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
お
よ
び
体
育
館
の
一
般
開
放
枠
の

拡
大
な
ど
を
促
進
し
て
く
だ
さ
い
。

□
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
陳

情
１７
陳
情
第
３３
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

国
が
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事

項
を
早
急
に
再
検
討
す
る
よ
う
意
見

書
の
提
出
を
要
望
し
ま
す
。

１

障
害
者
の
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
対
す
る「
応
益
負
担
」

制
度
の
導
入
の
中
止

２

施
設
利
用
者
に
対
す
る
食
費
・

医
療
費
・
光
熱
水
費
・
個
室
利
用

料
の
全
額
自
己
負
担
の
中
止

３

親
・
家
族
の
費
用
負
担
制
度
の

完
全
な
撤
廃

今
定
例
会
で
の
審
査
前
に

撤
回
承
認
さ
れ
た
も
の

□
公
正
・
公
平
な
教
科
書
採
択
等
に

関
す
る
陳
情

１７
陳
情
第
３１
号（
文
教
委
員
会
）

決
議
、
意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
宿
区
平
和
都
市
宣
言

２０
周
年
に
当
た
っ
て
の
決
議

世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
普
遍

の
原
理
で
あ
る
。

本
議
会
は
、「『
新
宿
区
非
核
平
和

都
市
宣
言
』
に
関
す
る
決
議
」
と
「
新

宿
区
平
和
都
市
宣
言
」
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
憲
法
の
精
神
に
そ
っ
て
核
兵

器
廃
絶
を
希
求
す
る
と
共
に
、
非
核

三
原
則
を
堅
持
し
、
平
和
の
実
現
を

め
ざ
す
取
り
組
み
を
一
層
強
め
る
決

意
を
こ
こ
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

地
方
議
会
制
度
の
充
実

強
化
に
関
す
る
意
見
書

地
方
分
権
の
推
進
、
三
位
一
体
の

改
革
な
ど
、
地
方
議
会
を
取
り
巻
く

大
き
な
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
議
会
制
度
全
般
に
わ
た
る
見
直

し
が
急
務
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
方

議
会
に
お
い
て
、
議
長
に
も
議
会
招

集
権
を
付
与
す
る
、
委
員
会
に
も
議

案
提
出
権
を
認
め
る
、
議
会
に
附
属

機
関
の
設
置
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

地
方
議
会
の
権
能
強
化
と
活
性
化
の

た
め
抜
本
的
な
制
度
改
正
を
図
る
こ

と
を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
度
の

早
期
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

現
行
の
、
一
定
の
手
続
き
に
よ
り

誰
で
も
閲
覧
可
能
な
住
民
基
本
台
帳

閲
覧
制
度
は
、
個
人
情
報
保
護
の
点

で
問
題
が
あ
り
、
行
政
不
信
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
と
の
立
場
か
ら
、

閲
覧
を
法
律
で
制
限
す
る
こ
と
を
国

会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

東
京
厚
生
年
金
病
院
を
公
益
性

の
高
い
病
院
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

地
域
医
療
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
東
京
厚
生
年
金
病
院
を
、
民
間

企
業
に
売
却
す
る
こ
と
な
く
、
公
益

性
の
高
い
病
院
と
し
て
存
続
す
る
よ

う
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

都
区
財
政
調
整
主
要
５
課
題
の

早

期

解

決

に

向

け

て

、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く

誠
意
あ
る
協
議
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
に
対
し
、
都
区
財
政
調
整

に
係
わ
る
主
要
５
課
題
の
解
決
に
向

け
、
地
方
自
治
法
の
規
定
と
都
区
制

度
改
革
の
理
念
に
基
づ
き
、
誠
意
を

も
っ
て
都
区
協
議
に
臨
む
こ
と
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

期
間

平
成
１７
年
４
月
１６
日
〜

平
成
１７
年
７
月
５
日

■
麻
生
輝
久
議
員

平
成
１７
年
５
月
２３
日

文
教
委
員
会
を
理
由
を
告
げ
ず

欠
席

平
成
１７
年
６
月
８
日

全
員
協
議
会
を
無
断
欠
席

平
成
１７
年
６
月
１０
日

本
会
議
を
理
由
を
告
げ
ず
欠
席

議
席
番
号
の
変
更

６
月
９
日
付
で
議
員
の
議
席
番

号
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

１５
番

小
畑

通
夫

２５
番

と
よ
し
ま

正
雄

２６
番

山
添

巖

議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

６
月
２０
日
付
で
民
主
党
新
宿
区

議
会
議
員
団
の
猪
爪
ま
さ
み
議
員

が
辞
職
し
ま
し
た
。

朝
顔
の
花
も
咲
き
始
め
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
の
様
子
を
中
心
に
ま

と
め
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

暑
さ
厳
し
き
折
、
健
康
に
気
を
つ

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

小

畑

通

夫

宮

坂

俊

文

有

馬

俊

郎

阿

部

早

苗

野
口
ふ
み
あ
き

う
る
し
ば
ら
順
一

小
野
き
み
子

無
断
等
欠
席
議
員
の
状
況

お
知
ら
せ

本
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局
調
査
管
理
係

電
話

５
２
７
３
‐
３
５
３
４

あ
と
が
き
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